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。
1
0
月
2
3
日
。
新
潟
県
の
中
越
地

域
に
震
度
７
の
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
。
死
者
4
0
名
、
重
軽
傷
者

約
４
５
０
０
名
。
9
5
年
１
月
1
7
日

に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
以
降
、

最
も
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
災
害

と
い
え
る
。
日
本
中
が
反
応
し

行
動
し
だ
。
数
多
く
の
教
訓
が

得
ら
れ
た
。
「
阪
神
大
震
災
に
比

較
す
る
と
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
。
　
注
目
す
べ
き
は
行
政
対
応
の
迅

速
化
で
あ
る
。
阪
神
大
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
て
自
治
体
は
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
体
制
づ
く
り
を

悲
め
て
い
た
。
特
に
情
報
収
集
と

関
連
分
野
と
の
連
携
で
あ
る
。
自

衛
隊
投
入
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

が
無
く
な
っ
て
い
た
の
は
幸
い
で

あ
る
。
「
被
災
者
救
援
活
動
に
役

立
つ
も
の
は
何
で
も
使
う
」
が
原

則
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
は
新

た
な
社
会
資
源
に
な
っ
た
。
メ
デ

ィ
ア
の
詳
細
に
し
て
長
期
的
な
被

災
状
況
と
救
援
活
動
の
報
道
は
支

援
活
動
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
県
老
人
保
健
施
設

協
会
吋
１
１
月
３
日
よ
り
新
潟
県
小

千
谷
市
の
老
人
保
健
施
設
を
支
援

し
て
い
る
。
「
災
害
弱
煮

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
災

害
弱
者
と
は
「
災
害
と
い
う

非
日
常
的
生
活
環
境
に
不
適

応
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人

達
」
で
３
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

最
初
は
判
断
能
力
の
無
い
人

達
。
次
は
判
断
能
力
は
あ
る

が
必
要
な
情
輸
が
入
ら
な
い

人
達
。
最
後
が
判
断
能
力
も

な
け
れ
ば
情
報
も
入
ら
な

い
、
そ
の
上
に
体
力
も
無
い

人
道
で
あ
る
。

況
と
な
る
。
し
か
も
、
介
護
に
当

た
る
職
員
も
避
難
所
か
ら
通
う
被

災
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
施

設
や
職
員
に
と
っ
て
は
通
常
の
倍

以
上
の
負
担
に
な
る
。
こ
の
負
担

軽
減
を
支
援
す
る
た
め
に
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
事
務
局
機
能
と
調
整
員
の
派

遣
を
、
県
老
人
保
健
施
設
協

会
は
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、

作
業
療
法
士
等
の
専
門
職
の

派
遣
を
担
当
し
て
い
る
。
派

遣
チ
ー
ム
は
３
～
５
名
構
成

で
、
派
遣
期
間
は
１
週
間
単

位
で
あ
る
。
1
2
の
老
人
保
健

施
設
か
ら
延
べ
2
3
名
の
専
門

職
を
合
め
て
計
4
2
名
が
参
加

し
て
い
る
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
生
活
支
援
と
は
異
な
っ
て

る
。
私
達
の
支
援
チ
ー
ム
は
１
週

間
単
位
の
派
遣
な
の
で
本
当
に
喜

ば
れ
て
い
る
。
派
遣
職
員
の
災
害

状
況
下
で
の
介
護
お
よ
び
施
設
運

営
経
験
は
岡
山
県
の
貴
重
な
明
日

の
財
産
で
あ
る
。

　
私
は
今
回
の
中
越
地
震
被
災
老

人
保
健
施
設
支
援
活
動
の
経
験
か

ら
下
記
の
３
点
を
提
案
し
た
い
。

　
①
県
老
人
保
健
施
設
協
会
災
害

弱
者
支
援
予
－
ム
創
設
と
活
動

　
（
派
選
者
を
中
心
に
）

　
②
県
老
人
保
健
施
設
協
会
と
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
災
害
弱
者
支
援
協
定

　
（
県
国
際
貢
献
活
動
推
進
条
例
と

連
携
）

　
③
複
合
老
人
保
健
施
設
間
相
互

支
援
協
定
（
上
記
の
災
害
弱
者
支

援
矛
－
ム
を
中
心
に
）

　
2
1
日
午
後
３
時
か
ら
総
括
フ
ォ

王
フ
ム
「
新
潟
県
中
越
地
震
に
学

ぶ
」
を
り
Ｉ
セ
ン
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

ホ
テ
ル
（
岡
山
市
学
南
町
Ｉ
）
で

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
目
口
題
字
は
筆
者

新潟県中越地震

　
最
初
は
子
ど
も
、
次
は
外
国
人
、

最
後
の
グ
ル
ー
プ
は
究
極
の
災
害

弱
者
と
い
え
る
、
介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
で
あ
る
。
避
難
所
か

ら
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
暫
定
的
に
収
容
さ
れ

て
い
る
。
施
設
機
能
は
過
剰
な
状

専
門
職
の
世
界
で
あ
る
。
専
門
職

以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活

動
可
能
空
間
が
少
な
い
の
が
つ
ら

い
。
更
に
、
施
設
で
最
も
忙
し
い

の
は
朝
食
の
午
前
７
時
ご
ろ
で
あ

る
Ｊ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
短
時
間
で

出
入
り
す
る
と
施
設
職
員
が
申
し

送
り
に
膨
大
な
時
間
を
取
ら
れ
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